
全体
（n=1,235） 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■男性　■女性　■無回答

53.844.0

（1）性別

全体
（n=1,235） 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■10代　■20代　■30代　■40代　■50代　■60代　■70歳以上　■無回答

23.519.214.319.014.15.93.2

（2）年齢

全体
（n=1,235） 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■ひとり暮らし　■夫婦ふたり暮らし　■二世代世帯（親と子）　■三世代世帯以上　■その他　■無回答

4.89.253.125.26.9

（3）家族構成

分野 検討事項

防災
防犯

消防水利の位置図の電子化

避難行動要支援者名簿情報の共有

広報・啓発活動の SNS 導入

ため池監視システム等の導入

講習会のネット配信

協働

WEB 導入等、若年層や子育て世帯がワークショップに参加しやすい環境の整備

回覧板のデータ配信

各団体の活動内容をネット発信し、誰もが容易に参加できる仕組みの構築

交流
オンライン会談等、経済や産業分野での持続可能な交流のあり方への活用

WEB 会議システム等、大樹町との交流回数の増加への取組

行財政

デジタル社会の形成に向けた個人情報保護制度の見直し

個人情報保護とデータ流通の両立を制度面から推進

AI、IOT 技術を活用した業務システムによる業務効率化

WEB 活用によるアンケートの実施

AI の活用による補助金等の見直し

マイナンバーカードの普及

オンラインによる各証明書の交付申請受付

オンラインによる講演会や研修会の受付

オンラインや映像配信等を活用した庁内講演会、研修会

広報広聴 SNS による各種行政情報の発信

アンケート調査２
第６次吉岡町総合計画策定にあたり、町の現状評価や定住意向をはじめ、今後期
待するまちづくりの方向や各分野における施策要望など、住民の意識構造の実態
を把握するため

目 的：

全 22 問（町への愛着、今後の定住意向、今後のまちづくり、若者の定住対策とし
て必要なこと、子育て支援について、高齢者社会への対応について、地域の福祉環
境の充実に必要なこと、防災対策について、地域活動・ボランティア等への参加状況・
参加意向、住民参画・協働のまちづくりについて、産業活性化に必要なこと 他）

設 問：

回答者の属性

町内居住 16 歳以上の住民 2,500 人を無作為抽出対 象：
回答者数 1,235 人（49.4％）結 果：
平成 30 年 11 月～ 12 月調査期間：
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小倉

上野田

上野原

下野田

北下

南下

陣場

大久保寺下

大久保寺上

溝祭

駒寄

漆原西

漆原東

わからない

無回答

（4）居住地

0% 3% 6% 9% 12% 15%

4.8

10.6

2.3

11.1

9.1

2.8

6.8

9.1

10.8

10.7

6.6

6.8

5.3

2.2

1.3

全体（n=1,235）

農業

製造業・建設業

卸小売・飲食業・宿泊業

金融、保険、不動産業

医療、介護、福祉業

公務員・団体職員

その他サービス業等

パートタイム・アルバイト

主婦（夫）

無職

学生、その他

無回答

（6）職業

0% 5% 10% 15% 20%

全体（n=1,235）
4.2

12.6

3.4

1.4

7.7

7.7

8.6

14.5

14.7

17.7

6.6

1.0

全体
（n=1,235） 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■吉岡町に生まれてずっと住んでいる　■吉岡町出身だが、吉岡町以外での居住経験がある
　■県内の他市町村から転入してきた　■県外から転入してきた　■無回答

9.357.513.818.8

（5）居住歴

調査結果
アンケート調査では、まちの現状と今後の取組についてとして、町の施策やサービス、生活環境の「満足度」

と「重要度」をそれぞれ５段階評価してもらいました。

•	満足度の高い項目は、「4- ⑤上水道」（3.53 点）となっており、次いで「1- ①保健」（3.52 点）、
「5- ①消防・救急」（3.42 点）、「4- ①自然環境」（3.36 点）、「4- ②景観」（3.32 点）となっ
ています。

•	満足度の低い項目は、「5- ⑧公園・広場・緑地」（2.83 点）が最も低く、次いで「3- ④観光」（2.85
点）、「3- ⑤雇用」（2.89 点）、「5- ⑤土地利用」（2.99 点）、「3- ②工業」（3.00 点）となっ
ています。

•	満足度について、前回調査（平成 27 年に実施した総合戦略策定のためのアンケート調査）と
比較すると、すべての項目で満足度が増加しています。

•	 重要度の高い項目は「1- ②地域医療」（4.16 点）となっており、次いで「4- ⑤上水道」（4.11 点）、
「5- ①消防・救急」（4.07 点）、「5- ③交通安全・防犯」（4.06 点）、「4- ⑥下水道・河川」（4.02 点）
となっています。

•	 重要度について、前回調査（平成 27 年に実施した総合戦略策定のためのアンケート調査）と
比較すると、「1- ②地域医療」、「4- ⑤上水道」、「5- ①消防・救急」などの項目が引き続き
上位に挙げられています。

•	 満足度と重要度の分析から、満足度が低く、重要度の高い、今後、特に力を入れて対応すべき
項目は、「1- ②地域医療」、「5- ⑨道路・交通」などとなっています。

※数値は「非常に満足・非常に重要」を５点、「満足・重要」を４点、「どちらでもない」を３点、「不満・あまり重要でない」
を２点、「非常に不満・重要でない）」を１点とした加重平均による評価点。
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満足度について（全体／評価点）

※	前回調査は平成 27 年に実施した総合戦略策定のためのアンケート調査。

重要度について（全体／評価点）

※	前回調査は平成 27 年に実施した総合戦略策定のためのアンケート調査。
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満足度・重要度の分析（全体／評価点）

※縦軸が満足度、横軸が重要度であり、それぞれ点数が高いほど満足度または重要度が高いことを表しています。

アンケート調査の主な自由記載意見

○	風車がなくなり町のランドマークと呼べる施設がなくなった。
○	ごみの分別をしっかり規定してほしい。
○	高齢者が運転せざるを得ない環境になっているため移動販売などのサービスを充実させてほしい

（事故防止）。
○	若人の意見としては、企業の誘致や就職、転職が行いやすい環境づくりなどに期待したいです。
○	高齢者の移動手段の確保・充実を図り、自宅で生活ができるだけ長く営めるような町にしてほしいです。
○	転入者が増え、子どもの数が急激に増加している。現状の教育施設、保育施設では受け止めきれなく

なっているのではないか？
○	遊具のある公園の整備（できれば１歳くらいの子でも遊ぶことができる遊具の設置）。近所に無いため、

数を増やしてほしい。
○	人口が増えている町なので、これから先、20 年 30 年とときが経つにつれ、子ども、高齢者が今よ

りもさらに増えた時の事を考えると、公共の交通機関、手段の充実や、通学路など安全や利便性が向
上すればもっと住みよい町になると思う。

○	車社会の群馬において、吉岡町も同じです。最寄りの駅まで、バス停までが免許がない人や高齢者に
とってすごく不便です。

○	町の講座に参加したくても平日の昼間などしかやっておらず参加しにくい。夜や土曜の昼間などを設
定するなど選択肢を増やしてほしい。

○	交通手段として、駅まで遠いせいか帰りが遅くなると、車で迎えになることが多い、その時の八木原
駅、群馬総社駅の交通渋滞が危ない。

○	３年前に田舎から引っ越して来ました（沼田方面）。吉岡町に来てまず思った事は夜、暗いという事です。
○	駒寄インター西側の整備、企業の誘致活動をすすめてほしい。船尾滝遊歩道の整備、もっと観光地化

するべき。
○	他県から越してきて数年すぎましたが、子育てするにも安心でき、よい町だなと思っております。
○	小中学生の通学路の安全を確保してほしい。

○	外灯の灯りが少なすぎて、夜、隣の家にいくのも危ないくらいです。町の中を明るくする事切に望みます。
○	免許を返納した後が不安です。
○	私は今、老老介護をしています。今までは（約４年になります）なんとかやって来ましたが年がたつ

につれて心配事が増してきて夜もねむれることができません。
○	町の礎は若い人達があふれることがなによりです。そのために子育ての環境に配慮した施策が不可欠です。
○	大きな商業施設の誘致はよいのですが、それに伴って地元の住人が交通渋滞に巻き込まれるのは困ります。
○	現在ボランティア活動に参加させて頂いていますが、「ボランティアポイント」などあるといいなと

思います。
○	近年自然災害が多くなっていますが、これからも益々増加傾向になるかと思われます。「災害に強い

まちづくり」を重点に政策をお願いしたい。
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